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	【２】本人（障害児者）の状況
	① 所属（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	【４】長崎市育成会に今後力を入れてほしいことは何ですか？（複数回答可）
	具体的なご意見がある方はカッコ内にどうぞ
	①　会員向け活動（親なきあとの子どもの支援の情報、今の活動で充分、特に育成会の事業所以外に就労している人を対象とした活動）
	② 本人向け活動（知的障害が重くても活動できることを増やしてほしい）
	③ 　研修会・講演会（親が亡くなった後の支援についての研修会（本人）　　　　　　　　　）
	④ 　障害福祉サービスの増設（親子で住めるグループホーム、高齢者向けのグループホーム　4名、親なきあとの入所施設　2人、GHの増設　2人　共生施設）
	⑤ 　社会に障害理解を啓発する活動（どんどんやってほしい　　長崎よかよか隊）
	⑥ 長崎市育成会を知ってもらうためのPR活動（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	⑦ 会員・賛助会員を増やすための活動（学齢期の保護者がもう少し増えるといいなと思います。）
	⑧ 行政への陳情（全ての課で医療費を軽減（現在３割負担）してもらえるよう働きかけてほしい）
	⑨ その他（災害時の避難場所、兄弟姉妹に向けた活動、講演会や情報交換会など、
	【５】長崎市育成会へのご意見、ご要望をお聞かせください。
	・親なきあとの本人にどのような支援が出来るか？一番の心配です。安心できるようになってほしいです。2人
	・ただただありがたいばかりです。ケアホームスタッフの人手不足が心配です。スタッフの方のご負担も心配。気持ちよく働いていただくのが、ひいては利用者の為でもありますので心配しています。
	・母子ともにお世話になり一年が経過しました。母子のみでの不安や周囲の親族との関りでの問題に支援職員様に相談など対応していただき、感謝しております。今後とも助言を頂ければ嬉しく思います。あたたかな見守りをしてくださり心より感謝しております。どうか引き続きよろしくお願いいたします。
	・保護者同士も数年顔を見てない状況ですが、少しずつ施設長と話そう会や勉強会などやってください。心配事など色々有ると思いますが一人ではなんかまとまりません。　　　　　　　以上あじさいの家
	・どんな障害のある方であっても、希望するときに行ける施設があると本当にありがたいと思います。またそのような情報を集約して一か所で聞ける場所があると嬉しいです。（もしかしたら既にあって自分が知らないだけかも…すみません。）育成会のみなさま、ほんとうにいつもありがとうございます。
	親なきあと・頼りになるk親族はいないので、一人暮らしを周りの方がサポートしてくださると助かります・。ワーク
	・いつもお世話になりありがとうございます。会員としてできることはしなければと常々思っています。（実際はしていただくばかりになっています。）　　　　　　以上　みどり
	・僕は精神の障害なので皆さんとは障害が違うのですが、最初の頃とは違い僕もだいぶんなじんできて、いろんな人が話しかけてくれるようになりました。慣れてきているのかなあと思います。今まで通り通いやすい作業所であってほしいです。（本人）
	・以前就労していたが人間関係のトラブルで精神的に不調になり退職した。就労移行の職員だけでなくあらゆる職員が就労が定着するための支援をしてほしい（本人）　　　　以上　さんらいず
	・65歳になると介護保険に移行しないといけないので心配しています。育成会に老後の施設を作ってもらいたいです。
	・子どもの将来のことを考えた時、育成会に介護老人ホームが有ったらいいなと思うので今後計画に挙げていただいて何とか実現できることを切に願います。
	・育成会も色々な活動をしてくださってありがとうございます。障害児だけでなく障害児と一緒に暮らしている兄弟姉妹に向けた活動をしていただけると嬉しいです。（きょうだい児も不安を抱えているかもしれません）
	以上　陽香里
	・フラワーアレンジメントしか参加してませんが、今後も宜しくお願いします。
	・いつもお世話になっております。広報誌や定例会で沢山のことを教えていただき感謝しています。会員が増えるよう私も周りに声かけしていきたいです。
	・スマイルくらぶとフィックスが同じ日が多い。フィックスがあるときはスマイルくらぶをやめてほしい。スマイルくらぶを正月にもしてほしい。親が亡くなった時、亡くなった後の支援をやってほしい。GHを利用している人は本当に必要な人だけ利用してほしい。（本人）
	・会員の疑問や要望をいろいろ前向きに取り組んでくださりありがとうございます。親なきあとの本人の生活が一番の悩みです。
	・将来的にはGHの入所を親としては希望していますが、本人には全くその気はないのでショートステイだけでも行きたくなるよう（に仕向けるためには）どうしたらいいか思案中。育成会が運営されているGHにはショートステイを体験できるところはあるのでしょうか？そういう情報を広報「あじさい」に載せていただけたらと思います。
	・昔に比べたら福祉サービスの種類と数が増えてきたと思いますが、なかなか利用しやすい事業所がない。
	・相続問題等法的相談の場を設けてほしい。
	・先々入所を希望しています。体験入所からと思いながら、本人の体調不良とコロナ禍もあり未だに実現できずに数年が過ぎています。
	・近場で費用がかからず楽しめる場所を教えてほしい。
	・

